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第
三
章

二
人
の
編
曲
家
＋
服
部
良
一
の
存
在
と
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス

〔
１
〕
奥
山
貞
吉
と
仁
木
他
喜
雄

中
野
忠
晴
を
語
る
際
に
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
の
二
人
の
編
曲
家
、
奥
山
貞
吉
と
仁
木
他
喜
雄
の
存
在
は
無
視

で
き
な
い
。
こ
の
二
人
は
戦
前
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
代
表
的
な
編
曲
家
で
あ
っ
た
が
、
中
野
に
関
し
て
も
、
コ
ロ

ム
ビ
ア
で
中
野
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
吹
き
込
ん
だ
計
三
百
三
十
一
曲
中
、
八
十

三
曲
が
奥
山
の
編
曲
、
九
十
八
曲
が
仁
木
の
編
曲
で
あ
る
。
中
野
は
音
楽
学
校
の
出
身
者
な
の
で
、
自
分
で
ピ

ア
ノ
も
弾
け
た
し
楽
譜
を
読
む
こ
と
も
出
来
た
の
で
、
時
々
自
分
で
作
曲
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
野
は

音
楽
学
校
で
も
声
楽
科
の
出
身
な
の
で
、
編
曲
の
勉
強
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
野
本
人
や
リ
ズ
ム
・
ボ

ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
歌
う
歌
の
編
曲
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
編
曲
家
の
奥
山
と
仁
木

に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

奥
山
貞
吉
（
一
八
八
七
～
一
九
五
六
）
は
東
洋
音
楽
学
校
を
卒
業
し
て
、
大
正
年
間
は
船
の
バ
ン
ド
と
し
て

外
国
人
客
な
ど
を
相
手
に
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
演
奏
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ハ
タ
ノ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
加
わ
り
帝
国
ホ
テ
ル
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
演
奏
す
る
か
た
わ
ら
、
開
局
ま
も
な
い
東
京
放
送
局
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）
で
内
外
楽
曲
の
編
曲
に
あ
た
っ
た
。
浅
草
オ
ペ
ラ
全
盛
期
に
は
金
竜
館
で
楽
長
を
つ
と
め
、
そ
の
頃
知

り
合
っ
た
佐
々
紅
華
の
勧
め
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
っ
た
。
以
降
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
編
曲
家
と
し
て
多
く

の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
娘
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ナ
カ
ノ
・
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
在
籍
し
、

後
に
ソ
ロ
歌
手
と
な
っ
た
奥
山
彩
子
が
い
る
。

仁
木
他
喜
雄
（
一
九
〇
一
～
一
九
五
八
）
は
北
海
道
の
生
ま
れ
で
、
横
浜
の
バ
ン
ド
屋
「
睦
崎
」
に
入
門
、

こ
こ
で
は
ド
ラ
ム
を
習
得
し
た
。
東
京
の
東
洋
音
楽
学
校
に
入
り
、
日
本
に
お
け
る
民
間
で
常
設
さ
れ
た
ダ
ン

ス
・
ホ
ー
ル
の
草
分
け
で
あ
る
花
月
園
舞
踏
場
で
、
一
九
二
〇
年
か
ら
バ
ン
ド
の
ド
ラ
ム
と
し
て
出
演
し
た
。

当
時
、
波
多
野
福
太
郎
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ジ
ャ
ズ
譜
を
一
心
に
研
究
し
た
。
一
九
二
五
年
日
本
交

響
楽
団
を
経
て
、
一
九
二
六
年
新
交
響
楽
団
（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）
創
設
時
に
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
（
打
楽
器
）

奏
者
と
し
て
活
躍
、
一
九
四
〇
年
ま
で
在
団
し
た
。
か
た
わ
ら
、
山
田
耕
筰
の
弟
子
と
な
り
、
作
曲
・
編
曲
を

マ
ス
タ
ー
し
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
は
編
曲
家
と
し
て
入
社
し
、
多
く
の
優
れ
た
編
曲
を
残
し
て
い
る
。

奥
山
は
中
野
の
デ
ビ
ュ
ー
以
前
か
ら
、
仁
木
は
中
野
よ
り
一
年
遅
れ
て
一
九
三
三
年
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
編

曲
を
開
始
し
て
お
り
、
二
人
と
も
歌
謡
曲
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
問
わ
ず
に
編
曲
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
奥

山
が
歌
謡
曲
の
編
曲
を
得
意
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
仁
木
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
編
曲
を
得
意
に
し
て
い
た
。

事
実
、
厳
密
に
は
「
大
体
歌
謡
曲
の
方
は
、
奥
山
貞
吉
と
仁
木
と
が
半
々
く
ら
い
宛
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
軽

音
楽
で
は
、
仁
木
が
三
分
の
二
、
残
り
が
他
の
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
割
合
が
、
ず
っ
と
終
戦
直
後
ま
で
続
い

た
。
」
（
瀬
川
、
一
九
七
六
、p.25

）
奥
山
は
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
採
り

入
れ
る
な
ど
の
、
和
洋
合
奏
に
よ
る
歌
謡
曲
調
の
伴
奏
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
編
曲
界
の
至
宝
と
う
た
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
、
日
本
の
歌
謡
曲
に
与
え
た
功
績
は
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
奥
山
は
「
ジ
ャ
ズ
的
な

素
養
は
、
殆
ど
持
ち
合
わ
せ
ぬ
人
だ
っ
た
。（
中
略
）
奥
山
の
ア
レ
ン
ジ
し
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
や
ダ
ン
ス
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
全
く
単
純
で
、
ジ
ャ
ズ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
面
白
さ
も
、
ソ
ロ
・
プ
レ
イ
の
ス
リ
ル
も
持
ち
合
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わ
せ
ぬ
も
の
だ
っ
た
。
」
（
瀬
川
、
一
九
七
六
、p.25

）
こ
れ
に
対
し
て
、
仁
木
は
戦
前
の
数
少
な
い
優
れ
た
ジ

ャ
ズ
・
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。（
二
十
五
）
最
も
ジ
ャ
ズ
と
し
て
の
技
術
が
高
い
作
品
で
あ
る
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
、
前
章
で
挙
げ
た
「
タ
イ
ガ
ー
・
ラ
ッ
グ
」
も
仁
木
の
編
曲
で
あ
る
。

前
記
の
通
り
瀬
川
（
一
九
七
六
、p.25

）
に
は
酷
評
さ
れ
て
い
る
奥
山
の
ジ
ャ
ズ
編
曲
で
あ
る
が
、
奥
山
の

ジ
ャ
ズ
編
曲
に
は
奥
山
な
り
の
良
さ
が
あ
っ
た
。
奥
山
の
ジ
ャ
ズ
編
曲
は
ジ
ャ
ズ
と
し
て
は
優
れ
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
人
好
み
の
も
の
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
日

本
の
大
衆
は
ま
だ
ま
だ
バ
タ
臭
い
も
の
に
は
耳
が
肥
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
奥
山
の
歌
謡
曲
調
の

ジ
ャ
ズ
編
曲
の
方
が
、
仁
木
の
バ
タ
臭
い
ジ
ャ
ズ
編
曲
よ
り
も
大
衆
ウ
ケ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、

奥
山
の
編
曲
し
た
「
山
の
人
気
者
」
や
「
街
の
人
気
者
」
、
「
口
笛
が
吹
け
る
か
い
？
」
な
ど
は
ヒ
ッ
ト
し
た
。

〔
２
〕
服
部
良
一
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス

こ
の
よ
う
に
中
野
と
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
活
躍
し
た
前
半
期
の
吹
き
込
み
は
、

以
上
の
奥
山
と
仁
木
の
編
曲
の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
半
期
に
お
い
て
は
、
一

九
三
六
年
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社
し
た
服
部
良
一
（
一
九
〇
七
～
一
九
九
三
）
の
影
響
力
が
一
番
大
き
か
っ
た

と
言
え
る
。

服
部
は
大
阪
生
ま
れ
で
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
出
雲
屋
少
年
音
楽
隊
に
第
一
期
生
と
し
て
入
隊
し
、
サ

ッ
ク
ス
を
習
っ
た
。
一
九
二
六
年
三
月
に
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
員
と
な
り
、
翌

一
九
二
七
年
に
は
神
戸
在
住
の
指
揮
者
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
に
師
事
し
て
、
リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ

の
和
声
学
、
対
位
法
、
管
弦
楽
法
、
指
揮
法
を
学
び
続
け
る
。
そ
の
後
ジ
ャ
ズ
に
興
味
を
持
っ
て
、
一
九
三
〇

年
に
は

西
宮
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
な
ど
、
専
心
ジ
ャ
ズ
編
曲
法
を
研
究
し
た
。
作
曲

家
を
志
し
て
一
九
三
一
年
に
は
タ
イ
ヘ
イ
・
レ
コ
ー
ド
の
専
属
作
曲
家
に
な
る
が
、
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
な
く
終

わ
っ
た
。
一
九
三
三
年
八
月
に
上
京
し
、
東
京
人
形
町
の
ユ
ニ
オ
ン
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
菊
地
博
の
バ
ン
ド
に

参
加
し
て
、
サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
な
が
ら
、
バ
ン
ド
に
編
曲
を
提
供
す
る
一
方
、
ニ
ッ
ト
ー
・
レ
コ
ー
ド
の
専
属

と
な
り
、
多
く
の
流
行
歌
を
ジ
ャ
ズ
風
に
作
編
曲
し
た
。
ニ
ッ
ト
ー
・
レ
コ
ー
ド
で
は
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た

が
、
マ
イ
ナ
ー
な
レ
コ
ー
ド
会
社
で
の
活
躍
の
限
界
を
感
じ
て
い
た
服
部
は
、
一
九
三
六
年
二
月
に
大
手
の
コ

ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
に
入
社
し
た
。
（
二
十
六
）

こ
の
よ
う
に
服
部
は
、
仁
木
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
ジ
ャ
ズ
の
編
曲
と
作
曲
に
優
れ
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ズ
・
コ

ー
ラ
ス
に
も
興
味
が
あ
っ
た
。（
二
十
七
）
服
部
は
ニ
ッ
ト
ー
・
レ
コ
ー
ド
時
代
の
一
九
三
五
年
に
自
身
初
め
て

の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
、「
ジ
ャ
ズ
か
っ
ぽ
れ
」
で
、
林
伊
佐
緒
を
含
ん
だ
四
人
の
コ
ー
ラ
ス
を
吹
き
込
ん
で
い

る
。
一
九
三
六
年
二
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
入
社
後
は
、
五
月
新
譜
で
早
速
「
お
し
ゃ
れ
娘
」
を
作
編
曲
し
て
淡
谷

の
り
子
と
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
に
吹
き
込
ま
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
三
六
年
に
服
部
が
作
編
曲
し
た
ジ

ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
ど
れ
も
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
。「
そ
れ
は
そ
の
何
れ
も
が
、
通
常
の
ポ

ッ
プ
流
行
歌
的
曲
調
だ
っ
た
か
ら
だ
。
」
（
瀬
川
、
一
九
七
六
、p.23

）

服
部
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
入
社
後
す
ぐ
の
一
九
三
六
年
三
月
六
日
に
、
日
本
民
謡
の
「
草
津
節
」
を
題
材
に
し
た
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「
草
津
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う
演
奏
だ
け
の
曲
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
服
部
は
日
本
独
自
の
ジ
ャ
ズ

を
確
立
し
よ
う
と
模
索
し
て
い
た
。（
二
十
八
）
奥
山
の
よ
う
な
歌
謡
調
の
ジ
ャ
ズ
で
も
な
け
れ
ば
、
仁
木
の
よ

う
な
単
に
バ
タ
臭
い
だ
け
の
ジ
ャ
ズ
で
も
な
い
、
日
本
的
旋
律
を
残
し
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
的
手
法
を
駆
使
す
る
と

い
う
、
新
し
い
型
の
和
製
ジ
ャ
ズ
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
七
月
に
淡
谷
の
り
子
の
歌
で
出
し
た

「
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
」
は
、
そ
れ
を
見
事
に
実
現
さ
せ
た
和
製
ブ
ル
ー
ス
の
誕
生
で
あ
り
、
当
時
十
三
万
枚
製

造
さ
れ
る
と
い
う
く
ら
い
の
超
大
ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
（
二
十
九
）

「
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
」
よ
り
三
ヶ
月
前
に
、
服
部
は
そ
の
試
み
を
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
で
も
実
践
し
て
い
た
。

一
九
三
七
年
四
月
新
譜
の
「
山
寺
の
和
尚
さ
ん
」
は
、
題
材
に
日
本
古
謡
の
手
毬
う
た
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、

手
毬
う
た
の
旋
律
を
見
事
に
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
の
手
法
で
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
題
材
の
面
白
さ
と

い
う
点
で
も
ず
ば
抜
け
て
い
た
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
歌
詞
の
面
白
さ
も
大
い
に
ウ
ケ
た
。
こ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、

服
部
の
出
世
作
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
も
一
段
と
有
名
に
な
っ
た
。
服
部
は
こ
の
後

も
引
き
続
き
、
日
本
古
来
の
俗
曲
や
童
謡
、
民
謡
を
題
材
に
し
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
を
作
成
し
て
い
っ
た
。

「
も
し
も
し
亀
よ
」「
ジ
ャ
ズ
浪
曲
」「
日
の
丸
数
へ
唄
」「
お
江
戸
日
本
橋
」「
か
っ
ぽ
れ
」
な
ど
を
、
リ
ズ
ム
・

ボ
ー
イ
ズ
や
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
に
歌
わ
せ
た
。

「
山
寺
の
和
尚
さ
ん
」
以
来
の
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
は
、
今
ま
で
ソ
ロ
歌
手
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス

し
か
務
め
て
こ
な
か
っ
た
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
を
、
単
独
で
初
め
て
起
用
し
た
作
品

群
で
も
あ
っ
た
。
今
ま
で
ソ
ロ
歌
手
の
脇
役
で
し
か
な
か
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
を
、
主
役
と
し
て
起
用
さ

せ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
は
完
全
に
日
本
の
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
服
部
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
の
大
成
功
と
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー

ズ
の
単
独
で
の
起
用
の
増
加
に
よ
り
、
中
野
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
へ
の
影
響
力
が
低
下
し
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
し
か
し
、
服
部
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
が
成
功
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
既
に
ナ
カ
ノ
・
リ
ズ
ム
・
ボ

ー
イ
ズ
、
ナ
カ
ノ
・
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
と
い
う
、
中
野
に
よ
っ
て
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ

ス
・
グ
ル
ー
プ
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
山
寺
の
和
尚
さ
ん
」
以
来
、
コ

ロ
ム
ビ
ア
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
は
服
部
に
お
株
が
奪
わ
れ
た
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
も
と
も
と
日
本

初
の
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
を
養
成
し
た
の
は
中
野
で
あ
り
、
中
野
が
育
て
た
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と

リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
服
部
の
成
功
も
成
り
立
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。


